
市政に対する 一般質問
問 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
と
地
域
防
災

と
の
連
携
対
策
は
。

答 

地
域
の
自
主
防
災
隊
と
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
等
と
の
連
携
の
た
め
、

今
後
、
地
域
防
災
対
策
会
議
な
ど
で

連
携
し
て
取
り
組
む
「
共
助
」
を
推

進
し
、
さ
ら
な
る
防
災
力
の
強
化
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問 

児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
や
障
が
い
者
施

設
職
員
の
方
々
に
は
、
袋
井
市
外
か
ら
の

通
勤
者
も
多
く
い
る
。
メ
ロ
ー
ね
っ
と
登

録
の
推
進
は
。

答 

現
在
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支

援
員
会
議
の
中
で
登
録
の
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
障
が
い
者
施
設
で
は

今
後
、
中
遠
地
域
自
立
支
援
協
議
会

袋
井
支
部
会
議
な
ど
で
登
録
の
呼
び

か
け
を
し
て
い
く
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
や

障
が
い
者
施
設
職
員
の
登
録
1
0
0

%
を
目
指
し
て
積
極
的
に
働
き
か
け

て
い
き
た
い
。

問 

市
民
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
道
路
整
備
、

今
後
の
見
通
し
は
。

答 

幹
線
道
路
は
重
要
度
が
低
く
満

足
度
が
高
い
、
生
活
道
路
は
重
要
度

が
高
く
満
足
度
が
低
い
と
の
市
民
意

識
調
査
を
踏
ま
え
、
道
路
整
備
効
果

が
早
期
に
実
現
で
き
る
よ
う
地
域
と

と
も
に
効
果
的
な
み
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

木
下　

 

正 

議
員

問 

被
爆
者
を
は
じ
め
と
す
る
草
の
根
か

ら
の
運
動
が
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
結
実

し
た
。「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
の
取

り
組
み
を
広
げ
よ
う
。

答 

昨
年
度
、袋
井
市
長
と
し
て
「
ヒ

バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
の
趣
旨
に
賛

同
し
署
名
し
た
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
ふ
く
ろ
い
へ
の
掲
載
、
さ

ま
ざ
ま
な
平
和
行
政
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
市
民
一
人
一
人
に
署
名
活

動
を
周
知
し
て
い
き
た
い
。

問 

2
0
2
0
年
は
、
核
兵
器
廃
絶
に

と
っ
て
重
要
な
年
で
あ
る
。
全
市
あ
げ
て

平
和
の
取
り
組
み
を
発
展
さ
せ
よ
う
。

答 

世
界
的
な
核
兵
器
廃
絶
に
向
け

た
動
き
を
注
視
し
、
核
兵
器
平
和
都

市
宣
言
の
理
念
に
基
づ
き
、
市
民
団

体
と
の
連
携
な
ど
に
よ
り
着
実
に
取

り
組
み
、
若
い
世
代
に
平
和
へ
の
思

い
の
継
承
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問 

熱
中
症
対
策
に
は
、
エ
ア
コ
ン
等
で

の
室
温
管
理
が
必
要
で
あ
る
。
熱
中
症
弱

者
に
冷
房
機
器
設
置
に
助
成
で
き
な
い

か
。答 

現
時
点
で
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置

に
助
成
は
考
え
て
い
な
い
が
、
暑
い

時
期
に
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
な
ど
の

適
切
な
使
用
を
継
続
し
て
啓
発
す
る

こ
と
に
努
め
、
熱
中
症
の
注
意
喚
起

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

浅
田 

二
郎 

議
員

核
兵
器
廃
絶
・

戦
争
の
な
い
世
界
を

災
害
時
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
等
の
対
策
は

袋
井
市
み
ち
プ
ロ
グ
ラ
ム

今
後
の
見
通
し

低
所
得
者
等
の

エ
ア
コ
ン
等
設
置
に
支
援
を
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